
9 9 （別紙５）

グローバルキッズメソッド009 桜通り店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%
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 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

改善目標、工夫している点など

非

常

時

等

の

対

応

31

保

護

者

へ

の

説

明

等

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

毎年2回の訓練を実施しております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

事業所における自己評価結果公表



11 11 （別紙５）

グローバルキッズメソッド011 小山駅東店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 30% 70%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 60% 40%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

30% 70%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 30% 60%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 60% 40%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 90% 10%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 70% 30%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 90% 10%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 70% 30%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 90% 10%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

90% 10%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 80% 20%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

70% 30%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

90% 10%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 90% 10%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 80% 20%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 70% 30%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 90% 10%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 90% 10%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 70% 30%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

70% 30%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 70% 30%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 63% 38%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 20% 80%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 30% 70%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 80% 20%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 80% 20%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

10% 90%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 90%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

90% 10%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 90% 10%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。曜日によってお子さまの人数が多い日があり、職員が出勤日を変更などして対応しております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っており、空気清浄機なども活用しております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

半年間毎にお子さまの状況を確認し、今後の具体的な支援計画を立てております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

個別活動は、お子さまの状況に合わせて行っております。集団活動は、全体に合わせ、その中で個々のお子さまがどう活動に参加出来るかを考えて支援しております。

業

務

改

善

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

管理者が職員の意見をしっかり聞く姿勢を持っています。職員会議で情報共有されています。グループラインを活用し、職員間で情報を共有し、業務改善につなげております。
非常勤職員もいっしょにより良い方向、方法を話し合い、同じ方向を向いて行動するようにしております。定期的に職員会議が行い、職員の話を聞く機会を設けております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

担当職員を中心に、行っております。

反省すべき点、良かった点を確認し、次回に活かせるように職員間で共有しております。

hugやLINEで些細な気づきでも全ての職員が記録をとり、次回の支援に繋がるようにしております。

個々のお子さまにとって、必要な支援を適切に組み入れているか、目標が高すぎないかなどを考慮しております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

全職員が、内容確認できるよう情報共有されております。

保護者さまへ、決められた時期以外にも送迎時や他の用事で電話があった時などにも声掛けをおこない、困りごとがないかなどを聞くようにしております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

職員間で情報を共有し、同じ方向をむいた支援に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

面談に限らず、職員同士で情報を共有をし保護者さまへご返答をしております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

公園などで交流の機会がある場合がございます。他店舗との交流会を設けております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

保護者さまからのご連絡に基づき、必要な時は必ず保護者さまへの再確認や、食物について確認をするなどの対応をしております。職員間で情報の共有に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド013 真岡東店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 25% 75%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 50% 50%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

75% 25%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 50%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 25%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



18 18 （別紙５）

グローバルキッズメソッド018 今泉新町店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 92% 8%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

92% 8%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 92% 17%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 83% 17%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

83% 17%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

75% 25%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

92% 8%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 92% 8%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 83% 17%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 58% 42%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 92% 8%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 8%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 33% 67%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 75% 25%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 50% 50%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 33% 67%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

92% 8%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 92% 8%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。ドアの開閉で指を挟んでしまったりぶつけるのを防ぐために赤いテープなどを貼って境目をつけているなど、お子さまが安全に過ごせる空間づくりに努めております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

動線をはっきりさせる、扉に指ハサミ防止シートやドアノブストッパーを設置するなど細部にも安全面に心がけております。

毎日、清掃を行っております。除菌、清掃を毎日しております。床に物などを置かず、常にすっきりとさせております。

個別の部屋が3部屋あるのであらゆる場面で活用しております。個室の部屋があるので、常にお昼寝や落ち着きたい子にも対応可能です。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

活動計画をする際に、職員間で相談、意見交換の上、決定しております。活動担当を割り振り、担当になった職員は事前に活動内容を考え、他の職員と相談、確認しながらお子さまに合った活動内容の決定をしております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

その日の児童状況を職員間で情報提供しております。LINEや会議などで伝達し、職員間で情報の共有ができております。

保護者さまとの意向はhug、対面で把握ができております。

定期的に管理者との面談があり、意見を伝えることができております。意見を把握できる環境です。

今後検討していきたいと思います。

定期的に研修を行っております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

希望する保育園等には、保護者さまを通じて情報共有しております。

希望する小学校等には、保護者さまを通じて情報共有しております。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

外出時に他の児童との交流の機会がございます。

児童の送り時に伝え合うことができております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



19 19 （別紙５）

グローバルキッズメソッド019 新間々田店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド021 新宮の内店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 90% 10%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 80% 20%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

80% 20%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 90% 10%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 80% 20%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

90% 10%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 90% 10%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 90% 10%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 90% 10%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 90% 10%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

90% 10%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 90% 10%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 89% 11%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 70% 30%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 80% 20%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

60% 40%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

90% 10%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 90% 10%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

今どんな支援が必要かを職員間で話し合いしております。

保護者さまからの評価表を活用しております。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

職員間で情報共有をし易いように、個別ファイルの1番最初に記載して話し合いを行っております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



27 27 （別紙５）

グローバルキッズメソッド027 ゆいの杜店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 83% 17%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

83% 17%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 83% 17%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

83% 17%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 33% 67%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

67% 33%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 67% 33%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 20% 80%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 17% 83%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

0% 100%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 100%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

83% 17%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



28 28 （別紙５）

グローバルキッズメソッド028下栗店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

非

常

時

等

の

対

応
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事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

事業所における自己評価結果公表

利用児童なしのため結果なし



32 32 （別紙５）

グローバルキッズメソッド032 下高間木店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 50% 50%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

50% 50%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



34 34 （別紙５）

グローバルキッズメソッド034 西茂呂店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



35 35 （別紙５）

グローバルキッズメソッド035 新さくら店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 0% 100%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

50% 50%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 50% 50%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 50% 50%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 0% 100%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

0% 100%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 100%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



37 37 （別紙５）

グローバルキッズメソッド037 鶴田店プラス(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 17% 83%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 67% 33%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

33% 67%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 83% 17%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

83% 17%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

気持ちを落ち着かせる部屋の環境はお子さま達の表情からもよいスペースだと思われます。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

職員間でアイデアで発案し、自発管のアドバイスのもと様々な工夫に努めております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

職員間の声を聞き、振り返り、次の目標を話し合えております。

支援者会議を通して保護者さまの意向をお伺いおります。

職員間で忌憚なく意見を交換し、改善を話し合っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。学びの多い研修です。

職員間で毎日丁寧にその日の支援を説明し合います。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

毎日細やかに記録しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

支援計画をもとに職員間でよく話し合い、支援に取り組んでおります。

職員間でお子さまの情報をまめに共有し、変化にも対応して支援させていただいております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド038 中今泉店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 88% 13%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 13%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 38% 63%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

38% 63%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

88% 13%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

88% 13%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

放デイと合同レクを行い、兄弟の交流を行なっております。また、家族交流についてもご要望があれば対応させていただきます。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド040 東城南店プラス(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 67% 33%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 83% 17%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

83% 17%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 83% 17%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 33%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 60% 40%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 67% 33%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

33% 67%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 83%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

83% 17%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

フローリングのほぼ全面にプレイマットを敷くなど、安全面に考慮しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

転倒や衝突防止など、安全面に考慮しております。

毎日の清掃・消毒を徹底しております。

クールダウンや午睡、おやつなど療育だけでなく、個別対応したい時に使用出来るようになっております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

今、どんなことをに興味を持っていて、どんなことをしたら喜ぶか等、常にお子さまの目線に立って考えております。

１人の意見に偏らないように色々な職員やお子さまの意見を取り入れております。

集団での活動が難しい場合は、個別の部屋で対応したり、戸外に出る等対応しております。

業

務

改

善

定期的に職員会議を開いております。会議に参加出来ない人もいるので、会議録をグループLINEにあげて情報共有を行っております。重要なことは直接伝えることもございます。

保護者さまからの意見や意向を伝えられた場合は、全職員が周知出来るようにグループLINEにあげたり、直接１人ずつにわかりやすく伝えております。

職員からの意見や意向を伝えられた場合は、全職員が周知出来るようにグループLINEにあげたり、直接１人ずつにわかりやすく伝えております。

第三者からの意見や意向を伝えられた場合は、全職員が周知出来るようにグループLINEにあげたり、直接１人ずつにわかりやすく伝えております。

毎月研修を行なっております。また、研修後の感想・意見等を報告しております。

お子さまの対応や対策について話し合っております。

対応の仕方等、反省や意見を話し合うようにしております。送迎などの関係で当日には情報共有ができないこともあるため時間を確保しております。

毎日の記録はもちろん、虐待等、個別に記録した方が良いと思われる場合は、個別に記録を残しております。

半年に1回のモニタリングはもちろんのこと、利用時間等何らかの変更があった場合は、迅速に対応するように心掛けております。また、情報の共有もしっかりと行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

児発管が対応している。

児発管を中心に行っております。送迎時にはお話しする時間をとり情報共有に心がけております。

送迎時はもちろんのこと、必要に応じて担当者会議に参加するなど行っております。

児発管を中心に行っております。ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

支援計画書を作成にあたり、全職員に意見を求めております。また、作成後の支援方法について全職員が周知するよう情報共有に努めております。

モニタリング時のみだけでなく、送迎時等の保護者さまやお子さまとの会話を大切にしております。

支援計画書を作成する際には、全職員の意見や意向を聞き取り、話し合ってから作成するようにしている。

支援計画書の作成、変更があった場合は、全職員への周知を促し、その都度支援の仕方、支援方針を伝えております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

他事業所との関わる機会は少ないですが同事業所、他店舗との交流を行っております。

毎日の連絡ツールの他、送迎時との会話を大切にしております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



46 46 （別紙５）

グローバルキッズメソッド046 簗瀬店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 50% 50%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 75% 25%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 50% 50%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

75% 25%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 75% 25%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

75% 25%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 75% 25%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 25% 75%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 75% 25%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 75% 25%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

25% 75%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 100%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 75% 25%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 75% 25%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 75% 25%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

お昼寝をしたいお子様がすぐに個別のお部屋を使えるようにしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

毎月研修を受けさせていただいております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



49 49 （別紙５）

グローバルキッズメソッド049 加須店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 89% 11%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 56% 44%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

89% 11%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 22%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 89% 11%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 78% 22%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 78% 22%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 78% 22%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

89% 11%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 78% 22%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

78% 22%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

89% 11%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 78% 22%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 89% 11%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 89% 11%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 78% 22%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 11%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 80% 20%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 78% 22%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

89% 11%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 89% 11%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

67% 33%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

89% 11%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 89% 11%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 89% 56%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 89% 11%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 89% 11%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

89% 11%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

モニタリングやお電話などで受けた内容は職員全員で共有し改善方法を検討しております。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

支援センターなどに遊びに行き、他事業所のお子さまと接触の機会を設けております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



51 51 （別紙５）

グローバルキッズメソッド051 ひたち野うしく店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 77% 23%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

92% 8%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 92% 8%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 92% 8%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 77% 23%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 92% 8%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 92% 8%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 92% 8%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 92% 8%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 92% 8%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 92% 8%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 92% 8%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

92% 8%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 92% 8%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 86% 14%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 38% 62%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 46% 54%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 92% 8%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

31% 69%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 92% 8%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 62%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

92% 8%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 92% 8%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

92% 8%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

お子さま達がのびのびと過ごしています。メインフロアを中心として運動フロア、いくつかの個室が扉で繋がっており、構造が分かりやすいです。

すべてバリアフリーで床も躓かないようにしております。毎日除菌して清潔にしております。

静かな所でお子さま達が個別指導を受けられるようにしております。

保護者さまや地域住民の皆さまとのコミニケーションを行っております。

どの職員も色々なレクリエーションを経験できるように担当を組んでおります。職員全員で相談しながらレクリエーションの内容を考えております。

過去のプログラムを見ながら同じにならない様に工夫しております。お子さま達の様子を反映した内容を考え、生活が向上するようにどこにアプローチするか考えて組んでおります。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

職員全員が問題点を共有して改善をしております。なにかあった時に直ぐに話しあう様に努めております。

保護者さま良い点悪い点を聞いて改善しています。保護者さまからのご要望や伝達は職員間で共有しております。

職員の意見を聞いて改善をして全職員で共有しております。

今後検討していきたいと思います。

職員全員が研修の意見を出し合って向上に務めております。

全員で共有し修正する所は修正して皆で連携しております。

当日の反省をして職員全員で共有して翌日に活かしております。

日々検証をして記録し改善につなげております。

日々検証して見直しながら進めております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

適切にプログラムを作成し、職員で共有しております。

保護者さまのニーズや課題共有により計画を作成しております。

職員全員が共有しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

日々確認しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

職員同士役割を決めて訓練を行っております。

朝、保護者さまの話聞いて間違えないように確認しています。

お子さまの顔をしっかり見て指示書に対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

職員同士ヒヤリハットを共有して再発防止に繋げております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド052 幸手店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



53 53 （別紙５）

グローバルキッズメソッド053 鶴田店ファン(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 17% 83%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 67% 33%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

33% 67%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 83% 17%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

83% 17%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

目が行き届く広さだと思います。

職員間で声を掛け合って役割を確認しております。

大型遊具はお子さまにとって魅力である一方で児童の特質上、常に設置されてる遊具は集中の妨げになる一面もあるため、工夫や改善を検討いたします。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

気持ちを落ち着かせる部屋の環境はこども達の表情からもよいスペースだと思われます。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

職員のアイデアで発案し、自発管のアドバイスのもと工夫しております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

従業員の声を聞き振り返り次の目標を話し合えております。

支援者会議を通してご家族の意向をチェックできております。

きたんなく意見を交換し改善を話し合えております。

今後検討していきたいと思います。

研修で学べた事がたくさんあります。

常勤職員が丁寧にその日の支援を説明しております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

細やかに記録しております。

個々に必要な事を見極め計画出来ております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

支援計画をもとに職員間でよく話し合い支援に取り組めております。

職員間でこどもの情報をまめに共有し変化にも対応して支援出来ております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



55 55 （別紙５）

グローバルキッズメソッド055 加須店プラス(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 40% 60%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

80% 20%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 80% 20%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 60% 40%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 80% 20%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

80% 20%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 40% 60%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 75% 25%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 60% 40%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

20% 80%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 60%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 80% 20%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 80% 20%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 80% 20%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

個別療育、活動時での部屋の使い分けを工夫できております。室内のデッドスペースを利用しての収納作りなどの工夫しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

日々職員間で話し合いをし、改善しております。

日によって職員の人員不足のため掃除などがその日に終わらない日もありますが、連絡を密にし翌日カバーできております。ロッカーの上には物を置かないよう、視覚に入らないよう見えない棚を設置しております。絵カードを使って1日の流れを表示し
ております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

前月や曜日など固定お子さまの活動が重ならないよう配慮しております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

ラインを使用し前日には当日の活動内容を、詳細に提示しております。朝にはそれを元に更なる詳細を周知しております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

ラインやノートを使っての情報共有を行っております。

勤務時間内に全てを共有する時間がないため、各々hugを見て確認しております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

その日の活動内容をブログで発信しております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

保護者さまの意向に基づいた報告のみのアレルギー対応をしております。

AEDの使用方法や蘇生法など実際の訓練を検討しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



57 57 （別紙５）

グローバルキッズメソッド057 喜沢店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 67% 33%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 67% 33%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 33% 67%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

67% 33%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

33% 67%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 67% 33%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 33% 67%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 33% 67%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 33% 67%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 33% 67%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 33% 67%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

33% 67%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 33% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 0% 100%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 33% 67%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 67% 33%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

67% 33%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

33% 67%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 100%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 67% 33%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

67% 33%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

児童発達支援管理責任者適当の様で、他の職員が支援計画書の訂正をしております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 50% 50%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

50% 50%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 50% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 50% 50%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

50% 50%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

50% 50%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 50% 50%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

おもちゃごとにそれぞれスペースを作っているところです。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

やることを視覚、聴覚から情報を入れております。入室してからの流れが決めるなどの工夫をしております。

毎日掃除を欠かさず行っております。おもちゃの消毒を頻繁にしております。

落ち着く時間が必要な際は職員と別部屋に入り、話を聞いております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

良くなかった点は翌日午前中に対策を考えております。

モニタリングなどで保護者さまからの要望は翌日には全体に周知しております。

午前中に職員ミーティングを行っております。

今後検討していきたいと思います。

動画研修、感想を記入しております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

個別支援計画書を基に日々の支援、個別療育を行っております。

事業所、保育園、ご自宅での様子をそれぞれ聞いてお子さまに合ったものを作成しております。

モニタリング前にお子さまの事業所での様子をお話ししております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



60 60 （別紙５）

グローバルキッズメソッド060 鴻巣店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 44% 56%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 33% 67%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

44% 56%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 44% 67%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 56% 44%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 44% 56%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 89% 11%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 89% 11%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 67% 33%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

67% 33%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

89% 11%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 78% 22%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 89% 11%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 67% 33%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 44% 56%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 56% 44%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 78% 22%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 78% 22%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

78% 22%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 78% 33%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 57% 43%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 11% 89%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 89% 11%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 33% 67%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 89% 11%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 89% 11%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

22% 78%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 89% 11%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 89% 89%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

67% 33%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 78% 22%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 78% 22%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

月毎に偏りが出ないよう考えてプログラムを作成しております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

月に数回の話し合いをするようにしております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

疲れている人や体調が悪い人には無理をしないように声かけをし、業務の事で相談があった際は一緒に考え、施設の目的から外れない範囲で対応をしております。定期的なミーティングで話し合っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

活動前に必ずミーティングを行っております。

退勤時間がそれぞれ異なるため、翌日のミーティングで話し合っております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

できるだけ施設の特徴、保護者さまからのニーズに沿ったカリキュラムも組み、実行するように心がけております。モニタリングをもとに支援計画を作成しております。

支援計画を立て、お客様のニーズに添えるように努力しています。児発管と職員の間で情報交換を行っております。

事前に情報共有を行い、モニタリング等の前に正確な情報の収集、課題の設定を意識しております。日々情報交換を行っております。直接の話し合いではなく、直前にメモにて共有を行なっております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



61 61 （別紙５）

グローバルキッズメソッド061 つくば店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 75% 25%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

75% 25%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 25%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 75% 25%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 75% 25%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 75% 25%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

75% 25%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 75% 25%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

75% 25%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 75% 25%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 75% 25%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 75% 25%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 75% 25%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 25%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 67% 33%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 75% 25%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 75% 25%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

75% 25%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 75% 25%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

75% 25%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 75% 25%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 25%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 75% 25%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

工夫しております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



63 63 （別紙５）

グローバルキッズメソッド063 竹林店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド064 柏の葉店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 70% 30%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 50% 50%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

80% 20%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 10%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 90% 10%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 70% 30%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 70% 30%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 90% 10%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 90% 10%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

80% 20%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

90% 10%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 70% 30%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 80% 20%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 60% 40%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 40% 60%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 90% 10%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 90% 10%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

90% 10%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 90% 40%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 43% 57%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 20% 80%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 90% 10%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 30% 70%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 90% 10%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

30% 70%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 90% 10%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 90% 80%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

90% 10%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 90% 10%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 90% 10%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 80% 20%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

90% 10%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

広いフロアな為、運動などのびのび行える寝る子と遊ぶ子で部屋を分けております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

職員間で相談や意見交換は活発に行われております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に職員会議を行なっております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

レクリエーション担当者を中心に行っております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

インフォーマルは行なわれております。LINEなどで共有しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



65 65 （別紙５）

グローバルキッズメソッド065 阿見店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 40% 60%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

60% 40%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 60% 20%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 80% 20%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 60% 40%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 60% 40%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 60% 40%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 80% 20%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

80% 20%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 80% 20%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

60% 40%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 40% 60%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 40% 60%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 20% 80%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 40% 60%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 80% 20%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

80% 20%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 80% 40%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 60% 40%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 20% 80%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

0% 100%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 80%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

60% 40%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 60% 40%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 80% 20%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 80% 20%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 60% 40%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 80% 20%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

80% 20%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

部屋ごとの使い分けを工夫しております。チームで声をかけあい役割をしております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

レクリエーション担当に一任されている場合が多いですが、内容を事前に職員を通し、アドバイスを受けることもあります。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

職員会議や日々の営業で意見交換をして改善を試みております。気がついたことは意見を出し合い、情報共有をする定期的なミーティングを行なっております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



66 66 （別紙５）

グローバルキッズメソッド066 上大久保店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 80% 20%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 20%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 90% 10%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 90% 10%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 90% 10%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

70% 30%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 90% 10%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

90% 10%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

90% 10%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 90% 10%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 90% 10%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 90% 10%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 70% 30%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 90% 10%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 90% 10%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 70% 30%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

80% 20%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 80% 30%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 43% 57%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 80% 20%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 30% 70%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 80% 20%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

90% 10%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

10% 90%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 90%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

70% 30%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 90% 10%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 90% 10%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 80% 20%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 90% 10%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 80% 20%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 90% 10%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

80% 20%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

職員配置が十分確保されております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

常に個室も使用できるように用紙しております。

話し合いの上実行しております。

必要に応じて話し合いをしております。

職員間で課題が同じにならないように話し合いをしております。

児童発達管理責任者を中心に動けております。

業

務

改

善

朝礼等のミーティングで共有しております。

保護者さまの意見を伺い適切に処理ができております。

朝礼等で共有されております。

意見を幅広くお伺いしております。

朝礼等で共有しております。

朝礼等で共有をしております。

都度話し合いをしております。

都度話し合いをしております。

達成度等について、必要に応じて話し合いをしております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

児童発達管理責任者を中心に行っております。

必要に応じて情報共有ができております。

必要に応じてできております。

適切に行っております。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

日々話し合いを行っております。

児童発達管理責任者を中心に計画作成をしております。

ミーティング等で共有しております。

都度話し合いをしております。

職員が協力をしております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

必要に応じて行っております。

設けられております。

保護者さまに確認を行っております。

行っております。

行なっております。

行っております。

対応しております。

対応しております。

必要に応じて行っております。

行なっております。

31

できております。

必要に応じて行っております。

行っております。

児童発達管理責任者を中心に行っております。

非

常

時

等

の

対

応

実施しております。

行なっております。

共有しております。

対応しております。

なされております。

周知しております。

適切に処理しております。ヒヤリハットに該当する事案も日々の業務で記録するよう努めております。

行えております。

記載しております。

事業所における自己評価結果公表



67 67 （別紙５）

グローバルキッズメソッド067 古河店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 67% 33%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 83% 17%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 50% 50%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

83% 17%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 83% 17%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 50% 50%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

17% 83%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 100%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

ドアの開閉時、児童がケガをしないように工夫しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド069 川越店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 90% 10%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 90% 10%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

90% 10%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

90% 10%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 90% 10%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 90% 10%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

90% 10%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 90% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 89% 11%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 80% 20%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

60% 40%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 90% 10%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

現場責任者をローテーションで行うことで、各自の責任感・緊張感を育まれております。また、現場がが円滑に機能するようになっております。集団個別の部屋にロッカーを設置するなどして広いスペースで
集団療育をできるように工夫しております。お子さまが棚に登ってしまうことが多々あるため、個室に荷物棚、おもちゃ棚を収納し、環境を整えている。

午前中から来る子、午後から来る子で職員の配置数を工夫しております。小部屋を有効活用しております。

障がいの程度によって介助について職員間で情報共有をできるように工夫しております。壁上部が抜けているのでお子さまの状況を耳から常に把握できます。

毎日掃除して清潔で心地よい環境にするように過ごせる工夫をしております。毎日掃除のほか、部屋の他におもちゃなどの消毒などを徹底しております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

家族支援、地域支援で家族同士の交流の場を設けられるよう努めてまいります。

職員間でレク内容案を出し合っております。

17で述べたように、それぞれに案を出し合い、固定化しないように工夫しております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

ラインのトークを通して業務改善が共有できるようにしております。

なるべく保護者さまの意向を把握する機会を設けて業務改善につなげるように工夫しております。

職員間でラインなどで意見を共有できる工夫をしております。

今後検討していきたいと思います。

個人で研修をYouTubeなどで受講できます。

日報に各自の役割が記載されているため、翌日の自分の役割を把握した上で現場に挑めております。職員が固定されていない状況でも支援の内容や担当を前日に確認できる工夫をしております。

毎日支援に入る職員が違っても、ラインで気付いた点を共有できるように工夫しております。

職員間ラインで支援に関して記録をして、hugで更に記録しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

中には情報共有が足りていない支援機関があると思うので、もっと同じ支援ができるように同じ理解を図り、共有できるように努めてまいります。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

毎日、支援の内容をhugやブログ、口頭で伝えるなど、プログラム支援を公表するなど工夫をしております。

職員間でお子さまと保護者さまのニーズや課題を共有して児童発達支援計画を作成するよう努めております。

新しく入ってきたお子さまに対してどんな支援、考慮が必要なのかを毎日の記録で把握できるよう工夫しております。

いつでも児童発達支援計画が職員が見れるように保管し、工夫しております。

保護者さまにお子さま個人のツールを使って、日々の支援状況を伝えております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員に見える場所に貼り、共有できるなど工夫をしております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



70 70 （別紙５）

グローバルキッズメソッド070 前橋東店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

67% 33%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 33%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



71 71 （別紙５）

グローバルキッズメソッド071 南浦和店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 25% 75%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

25% 75%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 25% 50%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 50% 50%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 25% 75%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 25% 75%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 25% 75%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 75% 25%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 50% 50%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

75% 25%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 50% 50%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

75% 25%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

75% 25%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 50% 50%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 75% 25%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 50% 50%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 50% 50%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 50% 50%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 50% 50%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

50% 50%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 50% 50%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 50% 50%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 75% 25%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 50% 50%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 50% 50%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

50% 50%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 50% 50%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

25% 75%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

50% 50%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 75% 25%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 75% 75%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

50% 50%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 50% 50%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 75% 25%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 50% 50%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 75% 25%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 50% 50%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

50% 50%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



73 73 （別紙５）

グローバルキッズメソッド073 本庄店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 82% 18%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 91% 9%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 91% 9%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 91% 9%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 91% 9%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 91% 9%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 91% 9%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 82% 18%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 82% 18%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 64% 36%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 91% 9%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 18%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 75% 25%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 64% 36%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 73% 27%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

36% 64%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 64%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

91% 9%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 91% 9%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

運動スペースとおもちゃで遊ぶ場所と机で行う物を分けております。

運動して身体をうごかしてからレクをするなどの工夫をしております。

下駄箱やロッカー、座る場所を同じ番号にするなどの工夫をしております。

運動用スペースとおもちゃで遊べるスペースをわけるなどの工夫をしております。

個別用の棚が誰が入ってもわかりやすく表記されするなどの工夫をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いを頻繁に行っております。担当制にして、必要な時に話し合いをしております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

個別療育担当と専門支援担当とわかれて行っております。

業

務

改

善

定期的にミーティングを行ったり、毎朝朝礼を行っております。

報告や確認などを必ず話しあっております。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

何時に誰が個別に入るかわかりやすいように紙に書いて貼っております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

わかりやすくお話ししております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

外出支援を行っております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

役割を決めて行っております。

薬があるお子さまがいらっしゃる場合は、名前の所に薬マークを貼るなどの対策をしております。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

事業所における自己評価結果公表



75 75 （別紙５）

グローバルキッズメソッド075 柏店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 91% 9%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 82% 18%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 9%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 91% 9%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 91% 9%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 82% 18%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 91% 9%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 91% 9%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 9%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 89% 11%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 73% 27%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

91% 9%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 9%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

ロッカーの配置を工夫し、お子さまが広々と活動していただいております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

職員で業務の分担が出来ております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

毎朝、ミーティングで共有しております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



76 76 （別紙５）

グローバルキッズメソッド076 西城南店プラス(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 75% 25%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

88% 13%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 88% 25%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 71% 29%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 63% 38%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 88% 13%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

50% 50%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

88% 13%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

玄関近くに保護者の緊急連絡先一覧を置いている工夫がされております。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

何を食べたかわかるようになっております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



77 77 （別紙５）

グローバルキッズメソッド077 新伊勢崎店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 75% 25%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

88% 13%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 88% 25%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 71% 29%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 63% 38%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 88% 13%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

50% 50%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

88% 13%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 88% 13%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 88% 13%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 75% 25%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 88% 13%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

25% 75%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 75%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

88% 13%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 88% 13%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

保護者さまからの要望等は,即時職員間で情報共有を行っております。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド079 東大宮店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 89% 11%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 89% 11%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 89% 11%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 80% 20%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 89% 11%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

33% 67%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 67%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

89% 11%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 89% 11%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



80 80 （別紙５）

グローバルキッズメソッド080 学園の森店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 56% 44%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 33% 67%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

67% 33%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 89% 11%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 78% 22%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 78% 22%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

78% 22%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

78% 22%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 44% 56%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 78% 22%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 89% 11%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

89% 11%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 89% 44%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 43% 57%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 22% 78%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 89% 11%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 56% 44%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

44% 56%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

89% 11%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 56%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 89% 11%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 78% 22%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

89% 11%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

店舗の広さは児童に目が届きやすく、コミュニケーションが取りやすい環境にあります。また、屋外にも恵まれているため、屋内屋外の活動を使い分けながら楽しんで安心して過ごしていただけるよう日々努めています。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

安全、特性に配慮した環境設定を職員と共有しあいながら心掛けております。環境設定は試行錯誤しております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

気が散らないような空間となっております。個別療法やお昼寝等、いつでも使用できる環境づくりに努めております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

それぞれに分担を持ち行っております。

児童が楽しい!と感じながら活動、成⾧出来る様、工夫しております。職員同士意見を出し合い、工夫しております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

コミュニケーションを大事にし常に共有しあっております。

お昼寝スペースの確保、送迎時の保護者とのコミュニケーションを大事にしております。

職員とのコミュニケーションをとり話しやすい環境作りを心掛けるようにしております。改まって話す機会は多くありませんが、施設⾧が気さくで話しやすい人柄なので、日常的なコミュニケーションの中で意見を
話しやすいと感じております。職員会議をする機会を設けており、改善に努めております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

お子さまの課題に向き合い支援しております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

保育園、幼稚園、相談支援専門員、市役所とやり取りさせていただいております。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

送り迎え、送迎等での保護者さまとのコミュニケーションを大事にしながらお子さまの様子をお伝えしたり聞いたり、保護者さまが遠慮なく話していただけるような関わりを大事にしております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

前年度親子ふれあいを行いまし。今後も行えるよう考えております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

お子さまの出来たことや楽しんでいた様子をお伝えする様にしています。その中で保護者さまから悩みが出た際には課題として職員への共有を行うようにしております。またしていただけるよう職員にも周知共有しております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



81 81 （別紙５）

グローバルキッズメソッド081 筑西店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 83% 17%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 25%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 92% 8%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 83% 17%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 92% 8%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 92% 8%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

83% 17%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

83% 17%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 83% 17%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 83% 17%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 92% 8%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 25%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 80% 20%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 75% 25%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 83% 17%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 83% 17%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

42% 58%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 67%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

92% 8%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 92% 8%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 92% 8%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

83% 17%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

玩具等の置き場所が子供達の手から成るべく届かない用に工夫しております。一部屋で見通しが良いので目が届きやすいです。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

フロアーが広いです。生活空間は充分な広さで見通しが良いです。

テーブル等常に消毒液で拭くなど清潔にしております。フローリングでのお昼寝時には冷え防止の為にマットを敷いているなど工夫しております。

個別療育の部屋を確保しております。

充分な支援設定を行っております。

立案はチームで行っております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

集団活動は適切に組み合わせております。

業

務

改

善

全ての職員同士で話しをして意見交換をしております。

日々の送迎時にもお話を聞くようにしております。職員全体LINEで情報共有するなどの工夫をしております。

常に職員同士で充分連携しております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

常に打ち合わせして支援を行っております。

職員同士で話し合いをしております。SNS等も活用して情報共有をしております。

検証、改善をしております。

適切に見直しております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

理解している者が参画しております。

常に関係機関との連携体制を整えております。

保育所並びに認定こども園等と情報共有しております。

まだ移行するお子さまがいらっしゃいませんが、就学に向けての案内や支援は行ってまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

適切にプログラムを作成しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

職員並びに管理責任者と常に話しをしており、情報共有ができております。

コミニケーションにて職員同士で情報共有しております。

常に確認をしております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

丁寧に説明をしております。

お子さまや保護者さまとの確認を行っております。

保護者さま等にご説明をしております。

相談に適切に対応しております。送迎時にもお話を伺っております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

兄弟同士の交流をしております。

相談事があった場合は職員全員に共有し速やかに対応しております。

発信しております。

充分にしております。

常に配慮しております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

毎月公園に行く機会を設けております。保育所並びに認定こども園との交流かございます。

共通の理解を持っております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

マニュアルがございます。

災害対策はしております。地震・火災毎月zoom研修も行っております。

てんかんが起きた場合の対処法と搬送先の病院まで保護者さまに確認しております。

1年に1回アレルギーについて保護さまに再度確認しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

周知しております。

職員全員に周知し改善している検討しております。

適切に対応しております。動画研修を行っております。

計画に記載しております。

事業所における自己評価結果公表



83 83 （別紙５）

グローバルキッズメソッド083 西川田店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 89% 11%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

78% 22%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 78% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 89% 11%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

89% 11%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 56% 44%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 75% 25%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 56% 44%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 78% 22%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 78% 22%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

56% 44%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 56%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

友達同士やレクで上手くいかない時に暴れられように物も置かずできているメソッド、の２部屋に分かれております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

物をあまりおかないよう配慮しております。

設定しております。

行っております。

レクリエーションは毎回工夫しております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

毎週月曜日に職員会議を行い、反省点を話し合っております。

保護者さまのご意見は職員同士で共有しております。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

ファイルに丁寧に保存しております。

どの職員でも分かるように、個々お子さまのファイルに記録しております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

確認しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド084 麗澤大学前店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 92% 8%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 77% 23%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 92% 8%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 77% 23%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 92% 8%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 92% 8%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 85% 15%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 92% 8%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 85% 15%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

92% 8%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 92% 23%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 77% 23%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 46% 54%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 69% 31%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

46% 54%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 92% 8%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 62%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

92% 8%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

個別支援のスペースと集団支援のスペースが分けております。室内にいるお子さまの人数や行動を考えて、活動に必要なものを随時に、出す、片付けるなどスペースを有効に活用できるように工夫しております。

常にお子さまの遊びや動きが視界に入るように立ち位置を考えたり、フロアにいる職員間の周知を工夫している送迎で抜ける職員のことも考えた上で、フロアの職員の人数が不足しないように管理者が送迎やシフトを調整しております。

場所の名前や位置など、お子さまと共に確認して動きに迷いがないように伝えることを工夫しております。各部屋毎に動物のイラストがあり、お子さま達にもわかりやすいように表示しております。
高い場所で施錠が全ての部屋にできるなど工夫しております。

お子さまの動きに応じて場所を変えたり、物が落ちていたり汚れているなど見つけたら、お子さまとその事象を伝えながら知らせる工夫をしております。
毎日必ず清掃を行なっており、使い終わった玩具などはすぐに片付け、お子さま達が安全に心地よく過ごせる空間になるように心がけております。

個別の部屋の使い方など、お子さまと共有する工夫をしております。整理整頓されており、個別の部屋として使える状態です。

保護者さまからの希望などその都度周知しており、それに沿ったプログラムを踏まえて具体的に支援しております。

1人で考えることなく職員から広く考えを聞けるようにしております。チームで話し合い、日々プログラムの立案を行なっております。

レクリェーションの月間予定があり、固定化しないようにしております。机上での活動に必要な教材も豊富に準備しております。活動内容が豊かになるように見聞を広げております。様々な活動に取り組めるように工夫しております。

全体と個別の活動をお子さまの様子を見て振り分け支援をしております。支援計画に合わせて、支援を行なっております。

業

務

改

善

話し合いや気づきなど職員間で今日するよう声を掛け合う工夫をしております。

保護者さまからの意向を共有できるようにしております。ご意見をいただいたことは、全体ですぐに周知し、業務改善を行っております。

周知ラインなどを通して、その場にいない職員にも共有できる工夫をしております。職員の意見で採用されたものは、すぐに取り入れて業務改善につなげております。

管理者等から伝えられている監査でご指摘されたことに対し、改善策をすぐに話し合いを行いました。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

職員間で内容を周知し分担できるように内容を具体的に説明できております。その日のリーダーを中心に役割分担を決めて行動できておおります。

活動の気づきをその都度伝え合い、些細なことでも情報共有しております。

ケア記録などで、気づきを伝え職員間で共有しおります。

変更点があればその都度周知しております。定期的にモニタリングを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

管理者、自発官が参加しております。

管理者児発官が体制を整えて職員に周知しております。処置など記録を行い、情報共有しております。

管理者児発官が行なっております。適宜話し合いを行い、相互理解に努めております。

管理者児発官が行なっております。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

その都度周知できる環境ができております。

適切に対応しております。日々のお子さま達の様子や保護者さまとの面談などを通して、適切な計画を作成できております。

お子さまや保護者さまの様子から、適切にされていると思う児童発達支援管理責任者だけでなく、お子さまの支援に関わる職員で情報共有をこまめに行っております。

その都度共有できるように周知されている個別療育や普段の関わりの中で、目標を達成できるように支援しております。

その都度周知し確認できております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

保護者さまが気にしていることや、お子さまができてきていることなど伝えております。

管理者児発官が行なっております。

十分な説明を行い、計画をよく読んでいただいた上でサインをいただいております。

管理者児発官が直接行なっております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

管理者児発官から周知され、対応しております。

hugにて当日のお子さまの様子をお伝えしております。毎日アメーバブログで日々の活動を発信しております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

管理者児発官が行なっております。

他店舗との合同や、地域の行事に参加している公園や近隣のセンターで他のお子さまと交流する機会がございます。

送迎時や店舗での送迎時に、保護者さまに様子を伝え、保護者さまの思いを聞き共有しております。送迎時やhugや電話などの連絡を通して、保護者さまとの情報共有を行っております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

服薬などにおいては保護者さまから書類等いただいております。処方箋や保護者さまからの情報などで確認しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 86% 14%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 57% 43%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

86% 14%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 86% 14%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 71% 29%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 57% 43%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 71% 29%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 43% 57%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 86% 14%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

71% 29%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 71% 29%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

71% 29%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

71% 29%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 86% 14%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 86% 14%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 57% 43%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 71% 29%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 86% 14%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 86% 14%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 71% 29%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

71% 29%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 71% 14%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 60% 40%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 43% 57%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 29% 71%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

14% 86%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 71%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 86% 14%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

活動フロアに十分な広さがあり適切です。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

活動フロアから各個室へと繋がる構造がわかりやすくなっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

職員とのやり取りをしっかりと出来ていて、終礼でそれらを共有できております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



86 86 （別紙５）

グローバルキッズメソッド086 熊谷店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 90% 10%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

80% 20%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 10%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 80% 20%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 90% 10%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 90% 10%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 90% 10%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

90% 10%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 80% 20%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 70% 30%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 70% 30%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 90% 10%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

90% 10%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 90% 30%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 71% 29%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 70% 30%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 90% 10%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

90% 10%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 90% 10%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

70% 30%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 30%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 90% 10%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 90% 10%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 90% 10%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 90% 10%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

イスとテーブルを使用以外、別室に保管しており必要な時、出した際も適切なスペースが確保されております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

レクなどは色々考えて楽しく過ごしていただき、毎日充実していただけているとおもいます。整理整頓をして、安全に過ごせて清潔な環境に努めております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



87 87 （別紙５）

グローバルキッズメソッド087 上尾店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 50% 50%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

75% 25%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 13%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 63% 38%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 75% 25%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

50% 50%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 75% 25%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

75% 25%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 75% 25%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 88% 13%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 88% 13%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 63% 38%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 38% 63%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 88% 13%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 75% 25%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

88% 13%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 88% 50%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 60% 40%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 38% 63%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 88% 13%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 50% 50%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

50% 50%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 63%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 75% 25%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行い、季節感が分かるようにするなど工夫しております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

家庭環境や保護者さまの考え方を良く話し合っております。現在を含め今後に向けた内容を設定しております。

全職員で活動プログラムを考え実行しております。

2カ月前からレク内容を話し合いを行っております。

補助のやり方尾は子さまのその日の様子で判断し行っております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

職員同士でよく話し合っております。

退勤時間が違うためLINEで確認しております。活動の評価を行い、次回に繋げるように行っております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの成⾧に合わせて送迎の際にお話しを聞き取り組んでおります。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

資料を事前に作成し持参しております。会議が円滑にかつより良い様に行っております。

日々、地域サービスや行政、保育園・幼稚園・他社の障害福祉サービス等と話し合い行っております。

送迎の際や日々の様子を電話にて共有・相互理解を行っております。

保護者さまを通じて共有を行っております。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

職員会議を行い、内容の共有と理解できる様に例を出しながら理解できる様に務めております。

他の職員と良く話をしています。保護者さまからの意見を取り入れながら「今後」に着目し、行っております。

他の職員と良く話をしています。個別支援計画書の内容と具体例を交えながら、前職員に共有と理解を促しております。

話をして、工夫しております。全職員が個別支援計画書を見ることができ、議論する時間を設けております。

LINEで、良く確認しております。専門的加算の指標や個別支援計画書の内容を日々の保育で確認しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

その都度、保護者さまには詳細を説明しております。また、契約時以外でも詳細をその都度伝えてしております。

同上　「今後」をテーマとして設定しつつ、要望を最優先に作成しております。

同上　サインをいただく際に説明を行い、同意をしていただいております。

同上　電話や送迎の際に相談に応じ、必要に応じて面談や電話等の手段で助言支援を行っております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご質問に対して丁寧に回答しております。連絡をいただき次第、対応をしております。また職員が休みの際の対応も全職員に共有し、後日、相談に応じております。

具体的に、アメーバブログの内容を関係各所にお伝えしております。

保護者さまの同意をその都度いただいております。

HUGや日々の送迎、個別での電話や面談等で行っております。

31

専門者会議や担当者会議、日々の情報共有の際に行っております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

毎日の送迎で、良くお話ししております。保育所・幼稚園等からの共有事項から保護者さまと共通理解を行っております。

ご家庭でも出来るお子様への関りや市役所が開催される研修などはお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

実際に行い、アメーバブログを通じて様子を共有しております。また、送迎時やご契約等の際に情報を共有しております。

全職員に開催時期を共有し、有事の際に動けるように行っております。

個人ファイルや保護者さまとの情報共有により行っております。

食物アレルギーのお子さまがいらっしゃらないため、対応はしていないものの、マニュアル等を含めアレルギーの有無を必ず確認しております。

訓練・研修や全職員との会議等を通じて、日々改善に努めております。

契約、日々の送迎の際に情報を共有しております。

毎月しっかりやっております。その都度、内容に全職員共有を行い防止策を検討実行しております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

個別支援計画書の内容含め、身体拘束を行う事案をお伝えしております。また、全職員にも共有を行っております。

事業所における自己評価結果公表



88 88 （別紙５）

グローバルキッズメソッド088 大間々店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 50% 50%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

75% 25%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 13%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 63% 38%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 75% 25%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

50% 50%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 75% 25%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

75% 25%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 75% 25%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 88% 13%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 88% 13%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 63% 38%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 38% 63%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 88% 13%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 75% 25%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

88% 13%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 88% 50%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 60% 40%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 38% 63%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 88% 13%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 50% 50%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

50% 50%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 63%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 75% 25%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

掲示物は最低限にして子どもの手の届かない場所に貼っております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

クールダウンや体調不良時に適切に活用できております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

毎日の振り返りミーティングを行い、内容を全職員に共有しております。毎日夕方のミーティングで疑問点や共有事項はその日のうちに共有しております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

毎日　ミーティングを行なっております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、LINEによるコミュニケーション等で確認に努めております。

会議に参加していない職員にも情報共有できるようにLINEでミーティング内容を流しております。支援終了後は　振り返りミーティングで話し合いをしております。。終了時間前に、その日の反省会をしております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

日々の様子についてハグ等での伝達は行っておりますが、お子さまの変化や療育内容についてもう少しこまめに共有できるよう努めたいと思います。

ご家族の対応について個別でお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

マニュアルに関しては少しずつ整備しております。実際にシミュレーションしてみる機会を増やしていきたいと思います。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

全職員で共通認識をもてるよう努めております。

アレルギーは把握しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド089 深谷店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

75% 25%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

88% 13%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 88% 13%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 86% 14%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 88% 13%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

50% 50%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 75%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 88% 13%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

日々早出の人遅番の人と交代で出来ている重めの障がい、1体1で見た方がいい子には、職員がついてあげられるよう対応しております。

危ない箇所にはしっかりとした対策をしております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

整理整頓が出来ております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

レクリエーションを様々な職種で担当しております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

それぞれの児童の状態に配慮した対応やレクリエーションをしております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

高いところが好きなお子さまが多いので、その点の配慮を検討しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



91 91 （別紙５）

グローバルキッズメソッド091 袖ヶ浦店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



92 92 （別紙５）

グローバルキッズメソッド092 小鹿店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 78% 22%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 44% 56%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

89% 11%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 11%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 89% 11%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

89% 11%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 56% 44%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 78% 22%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

89% 11%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 89% 22%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 56% 44%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 56% 44%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 44% 56%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

33% 67%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 67%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

89% 11%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 78% 22%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 56% 44%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 89% 11%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

89% 11%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

静かな遊びと体を使った遊びでスペースを分けております。要件を満たしております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

動線が動きやすいように工夫しております。ホワイトボードに写真を貼るなど、視覚的にわかりやすくなるよう努めております。

掃除がしやすく開放感のある作りです。活動によってスペースを分けたり、危険が及ばないように工夫しております。

随時、職員で個別療育の時間を視覚化しております。職員で連携しております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

職員がいろいろ案をだし、改善を図っております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

限られた時間の中で職員共有をしております。

職員と情報共有できるよう努めております。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。管理者がよくお話（要望など）を聞いてくれます。

今後検討していきたいと思います。

見やすいよう研修動画が用意されております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

分かりやすさを心掛けております。

できる限りご希望に添えるように作成しております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々効率化も含めて検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

尽力しております。

ホームページにて伝えられるようにしております。ブログで日々の活動について発信しております。

入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

公開保育の連絡をいただいたら、参加するようにしております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

静岡は災害地域なのでお子さまの安全対策に努めてまいります。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

ヒヤリハットは事故防止のためにできるだけ多く上げて安全の質を高めるよう務めております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド093 勿来店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 88% 13%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

88% 13%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 88% 13%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 75% 25%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 63% 38%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 75% 25%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 88% 13%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

75% 25%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 63% 38%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

75% 25%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

75% 25%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 88% 13%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

88% 13%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 88% 25%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 33% 67%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 13% 88%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 88% 13%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 50% 50%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

75% 25%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 88% 13%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 63% 38%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

63% 38%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

88% 13%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 88%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

88% 13%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 75% 25%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

75% 25%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

スッキリとまとめられているので、わかりやすいです。スケジュール通りに都度声掛けをしております。

導線を工夫しております。活動に応じて空間を広げております。

活動や状況に合わせて利用できるように仕切っております。利用人数により小集団での活動にしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

区分をわけてバランスよく配置しております。様々が活動を取り入れております。

お子さまに応じて様々な工夫をしております。

業

務

改

善

毎日行っており、出来る限り職員同士で振り返りを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

研修を受け勉強になっております。

朝礼にて振り返りやその日の活動など話し合いをしております。

支援の振り返りをし次に繋げております。

振り返りの記録をしております。

困り事を中心に行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

お子さまと密に接している職員が行っております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

保護者さまのニーズに寄り添っているおります。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

自主的に個別支援計画を確認しております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

保護者さまにご説明の上、同意していただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

親子活動をご提案し実施させていただきました。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

ブログを通して活動紹介等しております。

個人情報が漏れないよう細心の注意を行っております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

保護者からの質問等職員同士で把握しております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

避難訓練を行っております。

避難訓練を行っております。

職員同士把握しております。

食物アレルギーのお子さまがいらっしゃる場合は職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

ヒヤリハットの再発防止を議論しております。

レジュメの回覧をしております。研修がございます。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド095 新東大宮店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 0% 100%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 0% 100%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 0% 100%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 0% 100%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

0% 100%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 0% 100%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

0% 100%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

今後も３か月に１回くらいの頻度でプログラム案を出し合いまとめてまいります。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

コミュニケーションを増やせるよう努めております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

経験値のある職員の意見をより取り入れてまいります。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

抽象的でなくより具体的に分析できるよう努めてまいります。

全職員との会議は難しいですが、現場に居ながらでも意見交換も密に行ってまいります。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



96 96 （別紙５）

グローバルキッズメソッド096 七北田店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



97 97 （別紙５）

グローバルキッズメソッド097 高柳店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 38% 63%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

63% 38%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 63% 25%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 75% 25%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 88% 13%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 75% 25%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

75% 25%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 75% 25%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 75% 25%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 88% 13%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 75% 25%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 25%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 80% 20%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 50% 50%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

88% 13%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 88% 13%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

13% 88%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 75%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

運動をするには十分なスペースですが、机上の取り組みなどを行う際により集中出来るようにパーテーションなどで空間が分けたいと考えております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 71% 29%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 86% 14%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 86% 14%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 71% 29%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 86% 14%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 86% 14%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 57% 43%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 86% 14%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

29% 71%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 71%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 86% 14%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

午睡室、個別療育室、衛生的に心掛けております。十分な広さを有しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

絵カードなども設置し、理解を促すよう取り組んでおります。

視覚の情報が多すぎないように掲示物をなくすなどの工夫をしております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

積極的なMTG意見交換を行う職員会議を実施し、そこで支援に対する課題なども共有、改善案を検討し、実施しております。

新規事業所のため保護者さまの評価はこれから確認し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



100 100 （別紙５）

グローバルキッズメソッド100 市川大野店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 0% 100%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 100%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 50% 50%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 0% 100%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 0% 100%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 50% 50%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 50% 50%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 50% 50%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 50% 50%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

50% 50%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

50% 50%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 50% 50%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 0% 100%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 50% 50%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 50% 50%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 50% 50%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 0% 100%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 0% 100%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

50% 50%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 50% 100%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 0% 100%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 0% 100%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 50% 50%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

50% 50%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 50% 50%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

0% 100%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 100%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 50% 50%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 50% 50%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 50% 50%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

50% 50%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

頻繁にミーティングを行っております。管理者はよく話し、聞いてくれる環境です。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

新たに作成するしているものに関し、情報共有に努めております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 80% 20%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 20%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 80% 20%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 60% 40%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

40% 60%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 80%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

レクリエーション，個別療育を行う部屋，午睡の部屋，クールダウンの部屋などお子さまたちの状態や特性に応じて、臨機応変な対応が可能です。
部屋がいくつかに仕切られていることで集団や個別援助など用途に合わせて活用することができます。活動フロアが大きく分けて2部屋あり、十分なスペースが確保されております。

常勤と非常勤の職員のバランスがよく、お子さま達と向き合った援助ができております。適切な職員配置がされております。

段差がなく、身体障害を持っているお子さまも利用が可能です。小さなお子さまもいるので転倒対策にフロアマットが引いており、保温効果もあります。段差がなく、お子さまが活動しやすい空間になっております。

換気や消毒などに気を払い、不要なものは整理して片付けております。また玩具などの配置も安全に留意して整えるよう心掛けております。
毎日清掃し、過ごしやすい環境と常になっていて、また、お子さまが活動しやすい空間となっております。

自由遊びから離れた位置に個別の部屋等があり、音の刺激などが軽減されます。午睡が必要な子もいるので時間帯に配慮しながら、有効に使えるよう職員間で話し合っております。
午睡の部屋や個別療育（個別支援）の部屋など、目的に応じた環境づくりがされております。

具体的に支援内容などを職員が把握できる場があるので感じ取りやすく、設定できていると思います。支援計画作成は具体的な支援内容が設定されております。

常勤，非常勤，管理者，お子さま発達支援管理責任者、誰かの意見だけでは動かず、すべての職員の意見を聞き、支援をチームで行っております。割り振りをした上で担当が提案したものを他の職員と意見交換しながら決定していける雰囲気がありま
す。職員間で意見を出し合うなど、立案をチームで行われおります。

毎日、異なったレクリエーションを設定しております。運動，音楽，微細運動，感覚統合など様々なレクを取り入れております。教材研究しながら色々なプログラムを構成しております。レクのテーマを毎日変え、固定化しない活動プログラムとなって
おります。

個別療育の日を設定、実施しております。全体の時間と個々が自由に遊ぶ時間との両方を大切にしお子さまの様子を読み取って次に生かせる工夫を考えております。お子さまのその時の状況に合わせた支援計画の作成や、支援がなされております。

業

務

改

善

職員同士で話す、相談する機会を日常の活動で自然と行えております。新人職員には明確な目標を提示し、振り返り定期的に行っております。朝夕の伝達事項や気になったことなどを出し合えております。
自然と行えていて無理がないです。時間をとるように営業時間前や営業終了後の申し送り、グループラインの活用などにより、広く参画できております。

日々の連絡(直接会うことができない保護者さまとは、電話やHUGを用いて意向や意見，要望の連絡を行っております。)hugなどから連絡を受けた事をすぐに共有できたり朝、夕の保護者との対面時に意向を
伝えられることもあるので、全体に反映できております。管理者が保護者さまの意向を取りまとめ、職員全体で内容を周知した上で改善に取り組んでおります。

職員の表情の変化を見て、職員によっては管理者から声を掛け話す場面を増やしております。相談，意見を出しやすいよう、日ごろからコミュニケーションを図っております。
朝夕の伝達の時や気になることがある時は個別に相談できる雰囲気があるので良いと思います。営業時間前や営業終了後、グループラインなどで機会が適切に設けております。

評価の結果，改善点などを職員で共有し、相談を行っております。他の事業所や保育機関などと情報の交換や指摘を受けたりできる環境にあるので業務に反映していけると思われます。

定期的な研修、市などの研修や相談会に参加し、内容を情報共有しております。月一回の研修や外部研修を受ける機会を頂けてよかったです。専門性を高めていけると感じます。毎月、全体研修を受講するなど、機会が確保されている。

朝礼を毎日行い、注意事項，情報共有を行っております。伝達事項をしっかり聞き分からないことはその場ですぐに質問するような場がございます。また対応が必要なことが起こった時も直ぐに解決に向かう対処ができていると思われます。毎日、支援
開始前に申し送りを行なって、支援にあたっております。

気になる点，改善点の話し合いを行っております。ちょっとしたことでも気づきを伝え合い共有できていると思います。風通しの良い関係があります。振り返りを行い、次の利用時の対応の仕方などを共有しております。

保護者さまからの要望や職員の意見を受け、記録内容など検討し変更を行っております。個別ファイルや自分なりの気づきを書き留めるようにしております。hugや個別の専門的支援の実績用紙の記入を分担して記録をとり、支援の検証・改善につなげて
おります。

相談員からの視点，保護者の意見，支援に関わっている職員の意見を聞き、改善を行っております。計画的にモニタリングを入れていてバランスがよいです。個々の相談員を招いてモニタリングを定期的に行い、支援計画の見直しなどを適宜行なってお
ります。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

お子さま発達支援管理責任者が出席し、事前に職員からも聞き取りを行いメモを持参しております。普段からお子さま達の様子や対応について話しているので共通理解して対応できていると思います。主に管理者が参画しております。

園の関係者にグローバルの活動の様子を見学していただいております。要望があれば、グローバルの見学を設定しております。お子さまや家族が関わっている機関からの情報を適宜知ることができているのでそれをどう反映していけるか対応しておりま
す。各医療機関やお子さまが通っている園などと会議を行うなど、連携体制が整っております。

園へ送迎した際や電話などで、園や他事業所と情報共有を行える体制を整えております。送迎時や直接管理者への連絡などから情報を得てどう対応したら良いか職員で話し合っております。適切な支援を行い、園との情報共有も会議（話し合い）を設け
て情報共有が図られております。

昨年の１２月に開所したため、まだ小学校等との情報交換の場が開かれていない。保護者や相談員から要望があった際には、情報交換を行う体制は整えております。学校や保護者からの連絡を受けないと分かりかねる所も正直ある。適切な情報共有・相
互理解がなされていると思われます。
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適

切

な

支

援

の

提

供

個別支援計画を作成、周知を行っております。書類が整理されていて時間を見つけて閲覧することができております。管理者及び作成担当者がプログラムを作成し、適切に公表されております。

個別支援計画作成前にアセスメントを行い、支援計画の見直しや作成を行っております。職員同士で意見を交換する場が自然と生まれ、想いを交わすことで偏った見方にならないと感じております。
色々な経験をされている方がいるので思いを話し合う時間を大切にしたいです。支援計画は主に管理者が作成しております。作成時にはニーズや課題などを客観的に分析し、作成にあたっております。

日ごろからお子さまたちの変化，気になる点など日ごろから話し合いを行っております。
毎日、個々の職員が記録に残し、担当を変えながら当たることでいろいろな角度からお子さまの様子を捉えることができていると思います。各職員の意見などを集約し、共通理解もしっかりなされております。

朝礼やご利用児が帰宅後、職員間で個別支援計画の内容を定期的に振り返りを行っております。計画書に目を通したり伝達したりする事で共有され生かされていると思います。
支援計画が入っている個別ファイルなどを閲覧して、しっかり共有されております。

乳幼児発達スケールを半年ごとに行い、専門的支援の計画，評価も同様に半年に１度の見直しをしております。職員誰もが目についたり手に取ったりできるところに置かれているので確認しやすいです。hugや日々の専門的支援の実績用紙への記入・閲覧
などで確認しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

計画時に管理者からの説明の最後にサインを頂き、１部はご自宅保管，１部は事業所保管(個人ファイル保管)を行っております。管理者が丁寧に対応に当たり他の職員も参考にしております。管理者を中心に、各職員も含めて丁寧な説明を行なっており
ます。

保護者さまのご意見と、ご利用児にも希望を聞き(「遊びたい。」「寝たい」など)計画書に記載，作成を行っている。保護者さまの様子や時間などにも配慮して行えていると思います。店舗の見学時などにおいて、管理者がお子さまやご家族の意向を確
認する機会を設けております。

児童発達支援管理責任者から個別支援計画の内容の説明を行い、最後にサインをいただいております。修正があった際には作成し直しを行っております。声かけをし丁寧に説明しております。支援計画を提示し、サインをもらうことにより同意を得てお
ります。

HUGや電話，対面など保護者が相談しやすい方法を選択できております。表情や会話から察し声を掛けながら対応しております。適宜、相談に応じて必要な助言や支援を行なっております。

地域住民との交流の場を設けることができておりませんが、今後、視野に入れて検討課題としております。

発達の特性上、普段と異なる事業所の流れが不安、ストレスとなるご利用児への配慮や。１日開所しているため、別の場所で父母会などを開く際に必要な職員が足りないなどが課題となっております。今後、設定に向けて検討してまいります。

相談を受けた職員が全員に周知しております。管理者から保護者さまへ回答。苦情報告の場合は本部に報告を行っております。職員が敏感に受け止め対応の工夫をしております。相談や申入れがあった場合は、必ず管理者に伝えて迅速かつ適切に対応し
ております。

毎日ブログで活動内容を発信しております。レクの様子や個々の成⾧の気づきを分かりやすく発信するよう配慮しております。hugを使用して適宜発信しております。

個人情報の持ち出しや取り扱いについて、就業規則や誓約書に記載しております。入社時に説明を管理者から行っております。個人情報漏洩などが一切無いように十分留意しております。

保護者さまの特性に合わせて、文章で記録を残しております。対面で話すなど工夫を行っております。分かりやすい言葉、表情で対応し個々に応じた配慮をしております。個々の特性をしっかり捉えて、配置につなげております。
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市への研修や情報交換の場(こども部会)に参加し、支援について助言を受けております。相談できる機関の情報をもうすこししりたいところもあるが関わりのある期間とは連携できていると思われます。

外出レクで地域の子と一緒に遊ぶ機会を設けております。外出レク（公園に行って活動するなど）において地域内の他のお子さまとふれあう機会がございます。

HUGや電話，対面など保護者さまに合わせた相談ができる環境設定を行っております。送迎の時、良い面の気づきや成⾧を伝え共感しあっております。送迎時や保護者がお迎えにきた時などに、保護者さまからの話を傾聴するなどをし共通理解につなげ
ております。

療育で行っている声掛けの方法など、家庭でも取り入れやすい方法をお伝えしております。そういう場の工夫はこれからの課題だと思います。

非

常

時

等

の

対

応

職員には定期的に研修を行い。避難訓練などを行った際にはHUGやブログに記載しております。大地震発生の可能性があった際には、避難場所，送迎中止など用紙を作成し配布を行っております。避難の手順や内容、配慮など職員同士で話し合い熟知し
た上で対応にあたっております。十分周知し、発生時に適切な対応ができるようにしております。

５月と１１月に店舗で避難訓練を行い安全確保の確認を行っております。計画に盛り込んでおります。ＢＣＰを策定し、避難訓練も定期的に行なっております。

アレルギーの有無の聞き取り、書類記入を契約時に行い。体調の変化など、当日の様子を保護者に確認をしております。適切な対応ができるよう細かく打ち合わせしております。見学時、契約時に保護者さまから確認しております。利用開始後も常に確
認体制が整われております。

アレルギー検査結果の書類のコピーをいただき、おやつや昼食を持参するなどのお願いをしております。食物アレルギーに対する情報や対応について周知するよう促しております。アレルギー食物を、そのお子さまが口にしないよう昼食時・おやつ時に
適宜対応を行なっております。

５月，１１月に避難訓練を行い。全体研修も行っております。速効性が大切なので安全確保について話し合い対応についてシュミレーションしております。研修を受け、安全管理を十分された中で支援にあたっております。

契約時に避難場所等の確認を行い、避難経路の書類を作成、手渡しをしております。互いの思いにずれがないよう共通理解に努めております。家族等への周知が十分にされております。

気づいた職員がその場で店舗職員，管理者に相談，報告，検討を行っております。危ないと思ったことに対してすぐに対処し危険な状態が起こらないよう声を掛け合っております。法人内の他のヒヤリハット事例もしっかり共有し、再発しないように努
めております。

毎月、「不適切対応チェックリスト」の書類にサインをいただいております(常勤，非常勤)。虐待防止の研修も行っており、全職員が受けている。虐待と思われることが起こらないよう声を掛け合ったり目を配ったりしております。全体研修を受講し、
適切な対応につなげております。

契約時に「安全，命を守る際にやむを得ず身体拘束を行う可能性がある」旨は契約時に説明を行っております。まだそこまでの事例はないですが他害が発生しないように目配り気配りをしております。

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 83% 17%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 75% 25%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

75% 25%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 38%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

88% 13%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 75% 25%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



103 103 （別紙５）

グローバルキッズメソッド103 新上大久保店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 83% 17%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 75% 25%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

75% 25%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 38%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

88% 13%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 75% 25%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。また、１対1のサポートが必要なお子さまが居る場合は放DAY職員が協力をしております。

凹凸のない作りなので問題ござせいません。今後、車いすのお子さまを受け入れるようなことも可能です。

毎日の清掃や消毒などの道具をそろえております。

2部屋用意がされております。

発達状況に合わせた支援を提供、同じ支援内容でも目標設定を個々人にあわせております。

レクリエーション等で立案し検討しております。

お子さまの成⾧の様子を確認しながら実施しております。

自由遊びや団体でのレクリエーション活動で目的を分けて計画しております。

業

務

改

善

お子さまの受け入れ前や送迎後に情報共有などを行っております。

管理者レベルで行っており、職員には具体的な指示として行われております。

問題や提案があれば忌憚なく都度行われております。

管理者レベルでは行われており、職員には具体的指示として行われております。

年間教育が計画されております。

当日の担当者が活動内容がわかるようにホワイトボードなどにスケジュールと説明を板書しております。

支援終了後または都度気づいたことや対策を話しっております。

hugで各お子さまの活動記録を報告しております。

責任者が職員からあがっている報告をもとにモニタリングをしております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

全体を把握している経験豊富な責任者が代表として参画しております。

行政や学校等、年度始まりなど事前に連携ができるように連絡を取り合っております。

情報交換の会合への参加、お子さまの引き渡しでの申し送りなどで確認しております。

引継ぎ資料等での確認しております。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

モニタリングなどにより作成されております。

hugに計画書がUPされているので、職員個々が必要に応じて確認しております。

お子さまの特性にあわせた課題を想定してサポートを行っております。

hugにUPされている計画を確認し日常的な活動やレクリエーションに反映させております。

毎日の活動記録に個々人の様子を報告しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

見学会やモニタリングで行われております。

モニタリングなどで行われております。。要望があればhugや送迎時で保護者さまと情報交換などをしております。

モニタリング後に計画書が作成され、保護者さまに同意書に署名をいただいております。

定期的なモニタリングも機会、都度の相談はhugや電話等で受けております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

保護者さま会の開催は行えていませんが、兄弟同士の交流ということでは、見学はお受けしており、体験的に参加していただくことがございます。

適切な指示が管理者からある場合や、簡易な現場レベルのことであれば職員感で対応ができております。

hugの活用により保護者さまとの連携ができております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

発語が未熟なお子さまにはゆっくりと話して聞かせたり、文字に書いたりするなど特性にあった手法をとっております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

hugでの活動報告や保護者さまからのコメントを活用しております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

わかりやすい場所に貼りだしをしております。

年に職員やお子さまに対して二回防災関連の指導をしております。

hug等での報告や医療機関からの診断書をもとに把握し、お子さま個別のプロフィールで確認ができます。

hug等での報告や医療機関からの診断書をもとに把握し、お子さま個別のプロフィールで確認ができます。

会社の年間計画による研修を受講しております。

必要に応じて書面等でお伝えしております。

その場や勤務が落ち着いてからなど状況にあわせて共有をしております。

入室時にチェック表を活用しております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



104 104 （別紙５）

グローバルキッズメソッド104 与野店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 80% 20%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

80% 20%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 80% 20%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 80% 20%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

40% 60%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 40%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

60% 40%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

目が行き届く２部屋を適時適切に使用しております。

トイレや午睡などしっかり対応できるお子さまの状況に応じて職員間で適時適切で積極的な声がけがなされております。

絵本やおもちゃ等の場所が決められている動線がよく活動のメリハリが付きやすいです。身体を動かせるスペースと机上学習を主に実施するスペースをわかりやすく区切っております。情報伝達もSMSを用いて迅速な情報伝達がなされております。

換気や掃除が行き届いております。ティッシュペーパーや除菌シートが適切な場所に設置されており、お子さま達の活動に迅速に対応できております。

個別療育や気持ちが落ち着かない場面で使用できるように基本的に空けております。常に整理整頓されております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

季節をの行事や食べ物取り入れたり、前後の活動内容のバランスを見て活動しております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまさまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

月に1度職員MTGがあり、話せる空間が作られております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

打ち合わせまでの雰囲気ではなく送迎終わりに集まった職員でこういうことがあったと話すことがございます。

支援や様子を記録することを徹底しより把握できるようにしております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

SNSで迅速な公表がなされております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまさまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

お子さまの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまさまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

保護者さまにお会いした際には事業者での様子をお伝えする様にしております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまさまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 60% 40%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 60% 40%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 60% 40%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 40% 60%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

80% 20%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 60% 40%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

80% 20%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

80% 20%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 60% 40%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

60% 40%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 60% 40%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 40% 60%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 40% 60%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

20% 80%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

80% 20%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 80%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

60% 40%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 60% 40%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 80% 20%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 80% 20%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 80% 20%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 60% 40%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 60% 40%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 70% 30%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 20%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 90% 10%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 70% 30%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

90% 10%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 80% 20%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

80% 20%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

90% 10%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 90% 10%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 60% 40%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 90% 10%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 10%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 78% 22%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 40% 60%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

40% 60%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 60%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

80% 20%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 80% 20%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 90% 10%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 90% 10%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 90% 10%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

併設されている放課後デイサービスの施設を臨機応変に利用しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

LINEで情報共有を行なっております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



111 111 （別紙５）

グローバルキッズメソッド111 富士松岡店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 0% 100%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

0% 100%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 100%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

お子さま一人に対して複数の職員がついて色々な視点から見るようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

職員会議などで話し合っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

レクカレやブログで公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

職員会議で色々な視点の気づきを出し合っております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

研修や訓練計画が年間で実施されており、定期的に訓練も実施出来ております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

朝の打ち合わせ時間などでヒヤリハットなどはすぐに共有しております。

計画的に実施・参加出来ております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



114 114 （別紙５）

グローバルキッズメソッド114 栃木蔵の街店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 88% 13%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

75% 25%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 25%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 88% 13%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

88% 13%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

88% 13%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 88% 13%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 88% 13%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 88% 13%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

88% 13%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 88% 13%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 83% 17%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 75% 25%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 63% 38%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

88% 13%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 88% 13%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 88% 13%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

63% 38%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

88% 13%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 38%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

88% 13%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 88% 13%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 88% 13%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

88% 13%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 86% 14%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

71% 29%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 71% 29%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 86% 14%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 86% 14%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

86% 14%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

86% 14%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 86% 14%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 86% 14%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 86% 14%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 86% 14%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

86% 14%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 86% 14%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 80% 20%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 57% 43%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 71% 29%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 71% 29%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 86% 14%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

86% 14%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 86% 14%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 86% 14%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

71% 29%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

86% 14%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 29%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

86% 14%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 86% 14%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 86% 14%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 86% 14%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 86% 14%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 86% 14%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 86% 14%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 86% 14%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

86% 14%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

机などは角の部分でけがをしないよう工夫しております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。遊ぶスペースなど、お子さまたちがいきいきと過ごせる場所がございます。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

配慮を要するお子さまなど、改善すべきことなど共有されております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

何かあった時に、相談や改善するべきことなど意見が言える環境がございます。

他店での出来事などを共有しております。

必要だった場合に応じて、研修等の知らせを受けております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

送迎で忙しく、終了のミーティングをしている時間がない中でも、何かあれば職員間で情報共有をしております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

LINEなどで、生徒の情報など共有しております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 50%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 50% 50%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 50% 50%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 50% 50%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 0% 100%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 50% 50%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 50% 50%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

50% 50%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 50% 100%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 0% 100%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

0% 100%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 50%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

50% 50%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 50% 50%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 50% 50%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 50% 50%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

小部屋など用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



118 118 （別紙５）

グローバルキッズメソッド118 ひたちなか店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 67% 33%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

50% 50%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 50% 17%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 83% 17%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 50% 50%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 33% 67%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 67% 33%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 67% 33%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 67% 33%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

33% 67%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 50% 50%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

50% 50%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

50% 50%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 83% 17%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 67% 33%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 50% 50%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 33% 67%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 67% 33%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 67% 33%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 67% 33%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

50% 50%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 50% 67%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 20% 80%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 17% 83%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 67% 33%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 50% 50%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 67% 33%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

67% 33%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 83% 17%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 83% 17%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

33% 67%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

67% 33%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 67%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

67% 33%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 83% 17%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 83% 17%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 83% 17%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 67% 33%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 50% 50%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 33% 67%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 67% 33%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

67% 33%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

毎月色々な活動を取り入れております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

月1回の職員ミーティングと日々の情報共有を行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

まず用品備品など揃っていない、あってもすぐ取り出せない

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

事前にアレルギーの有無や対応方法など、確認しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



119 119 （別紙５）

グローバルキッズメソッド119 新潟青山店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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グローバルキッズメソッド123 作新台店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 83% 17%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 67% 33%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 67% 33%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 50% 50%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

83% 17%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 67% 33%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 83% 17%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 83% 17%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 67% 33%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 50% 50%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

33% 67%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 33% 83%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 17% 83%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 17% 83%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 33% 67%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

17% 83%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 83%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

67% 33%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 83% 17%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 83% 17%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 83% 17%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 83% 17%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 67% 33%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

大部屋、小部屋と人数によって使い分けて活動を行っております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日清掃を行っております。また定期的に玩具の消毒も行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

月に2回職員会議、毎朝ミーティングで話の場を設けております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

意見を把握する機会は設けております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



127 127 （別紙５）

グローバルキッズメソッド127 園生町店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 93% 7%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 13%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 93% 7%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 67% 33%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 87% 13%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 93% 7%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

87% 13%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 93% 7%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

87% 13%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

93% 7%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 93% 7%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 87% 13%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 80% 20%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 87% 13%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 73% 27%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

73% 27%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 73% 27%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 20% 80%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 53% 47%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 40% 60%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

93% 7%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

93% 7%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 87% 13%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 33% 67%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 20%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

87% 13%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 93% 7%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 93% 7%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 87% 13%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 87% 13%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

大部屋、小部屋、細分化された部屋があり間取りが工夫されております。

職員分担されていております。仕事内容や日々の業務が連続して把握されている正社員の方を中心に配置されております。

その都度、メールでの連絡交換をしております。各部屋にマークを設定してあるため、お子さまにも分かりやすくなっております。。刺激の少ない環境にしている。大部屋、小部屋、細分化された部屋があり用途によって使い分けられるよう工夫してお
ります。

消毒等、毎回行っております。清潔感があります。こまめに掃除しております。肢体不自由をともなうお子さま用のイス・テーブル、足置きとうを作成しております。用途によって使い分けられるよう工夫しております。

トイレが重なる時があるので、各お子さまのトイレタイムの把握を要するモニター室を活用している。用途によって使い分けられるので工夫されていると思う

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

担当者一人に任せてしまっているので、今後は、チームで取り組んでいきたいと思います。本来はその日のお子さまの顔ぶれをみて、（適切な内容の）活動プログラムを決めていけるよう努めます。

情報収集を行い、バリエーションを増やしております。毎日内容を変えて、午前午後でも一新した内容は素晴らしいと思います。

個別活動と集団活動を計画的に振り分けて行っております。。多岐にわたる内容のレクが企画されていて素晴らしいと思います。

業

務

改

善

日常の困ったことはLINEや直接話して確認するようにしております。マニュアルを作成しております。。職員同士、情報共有したり助け合おうとする意思がございます。

まだオープンしたばかりで保護者さまからの評価がわからりませんが、HUGシステムにより、お子さま（保護者さま）の声が直接聞けて良いと思います。

メール交換やこまめなLINEで共有できております。管理者始め、職員間で話しやすい雰囲気ができております。

今後検討していきたいと思います。

空いた時間に研修の為の声がけをするなど適宜行っております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

共有日誌などを作成して共有化をはかってまいります。退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

書式に日々残しております。写真やHUG入力が記録がわりになっております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

お子さまには全ての職員がかかわるので、様々な立場・観点からの意見（状況）の吸い上げをした上で会議にのぞめるよう努めてまいります。

これから連携していきたいと思います。感染症の流行・動向情報などは必須なので、あってよかったと思います。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

バランスよく様々なプログラムが配置されております。保護者のニーズ、または必要と思われる⾧期的、短期的目標それぞれを、全職員が把握できるよう努めております。

お子さまに合わせたアセスメントバッテリーを、組む対応をしております。保護者さまのニーズ、または必要と思われる⾧期的、短期的目標それぞれを、全職員が把握しております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

保護者さまのニーズ、または必要と思われる⾧期的、短期的目標それぞれを、全職員が把握できるよう努めます。また、短期目標については都度職員間で話し合って、必要なら修正していけるよう努めてまいります。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

十分にニーズを聞き取っております。

資料をまとめ、活用しております。

適宜、行っております。。家族等からの子育ての悩みや、それに対する助言や支援等、職員全員で共有できると更に良いと思います。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

随時行っております。ご要望に応じて、対応させていただいております。

その都度対応しております。細やかなことでもその都度、事故報告をあげる点は職員間の意識づけにもなりきちんとしていると思います。

SNSなどを通じて、行っております。。ブログのアップは素晴らしいと思います。

職員間の連絡に個人LINEが使われております。常にダブルチェックを行っております。

伝わりやすい形式の資料を、作成しております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

近隣に幼稚園や保育所があるので交流していけるようにしたいこれから、交流を、深めるよう努めてまいります。

毎回の使用日の様子等、連絡交換メールがなされているその都度、記録を伝えております。。急ぎや大事な点については、情報共有されております。

今後、行っていきたいです。個人による情報提供ではなく、正社員の方だけでも職員全体総意の上での情報提供ができるよう努めてまいります。

適切な資料を、まとめております。利用予定の方への説明の際、同伴のお子さまが遊びや生活を体験できるのは良いと思います。

非

常

時

等

の

対

応

定期的に行っている。避難場所の確認は訓練においてしたが、お子さま達には遠く、もっと近場に交渉できるとよいと思います。

その都度、確認しております。確認した上で実際どう対応すべきかの具体策を検討してまいります。

現在食物アレルギーのお子さまさんがいらっしゃる場合は職員同士でも共有し、把握に努めております。

随時計画書を作成して、行っております。。安全管理に必要な研修や訓練等、他の店舗の事例も参考にできるよう努めてまいります。

書式を作成し、周知しております。

ヒヤリハットに気づいた職員が発信できる場があると、ヒヤリハットに気付いていない職員の視野が広がると思うのでまだ工夫が必要だと感じます。その都度、共有しております。。事故報告書を職員全員に開示、周知しております。

マニュアルを作成し、共有化をはかっております。

マニュアルを作成し、対応しております。

マニュアルを作成し、対応しております。

事業所における自己評価結果公表



128 128 （別紙５）

グローバルキッズメソッド128 沼津店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 0% 100%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 33% 67%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

50% 50%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 50% 17%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 50% 50%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 17% 83%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 33% 67%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 83% 17%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 83% 17%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 83% 17%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

67% 33%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

83% 17%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 50% 50%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 33% 67%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 50% 50%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 67% 33%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

83% 17%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 83% 67%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 75% 25%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 50% 50%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 67% 33%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

83% 17%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 83% 17%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

50% 50%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

83% 17%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 83%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

67% 33%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 33% 67%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 50% 50%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 33% 67%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 67% 33%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 50% 50%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 50% 50%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 67% 33%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

83% 17%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

午睡の部屋の確保・職員の休憩室の確保午睡の部屋、クールダウン用、従業員ロッカー室など独立したスペースが必要個別療育する部屋がございます。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

過去に行った支援をふりかえり、多方面からいろいろな支援、観察ができるような計画を考えております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

職員自らが時間調整など行い工夫して受講スキルアップをする機会がございます。

個別支援計画をたてているので、ファイル内や口答での確認ができます。

保護者さまのニーズにだけ合わせて入所内容を決めるのではなくお子さま一人一人に合った計画と見直しができる時間をとれるよう努めてまいります。

個別支援計画、集団支援計画、個別記録表を作成しているので、支援の様子は職員間でシェアしております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

説明は特にしておらず、渡して読んでもらいサインをもらっている。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

まだ出来ていませんまだ始まったばかりなので

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

ブログを廃止し、インスタグラムを導入することを推奨したい。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

障がいの程度により看護士が必要となる場面が想像できる児童は受け入れないでほしい

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

訓練は予定まだ訓練は実施していない。これから実施予定。

今後予定ありまだ訓練は実施していない。これから実施予定。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



129 129 （別紙５）

グローバルキッズメソッド129 船橋夏見店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 83% 17%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

92% 8%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 92% 17%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 92% 8%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 92% 8%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 83% 17%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

92% 8%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 92% 25%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 70% 30%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 75% 25%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

42% 58%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 92% 8%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 42%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 92% 8%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 92% 8%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

92% 8%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

自由時間がマンネリしないように、独自で静の時間、動の時間をつくり活動しております。

個別療育や集団療育がリンクしてお互いに良い作用できるように関わることを心がけたいです。

業

務

改

善

管理者を中心にミーティングやLINEを使って周知に務めております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

YouTube視聴研修はよいと思います。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

日常の療育現場の中などで気軽に相談できております。そんな雰囲気が大切だと思います。

改善の余地はありますが、夏見の職員は皆、お子さんが大好きで成⾧を願いながら関わり、支援していると感じられます。

アセスメントシートだけでは、お子さんの全体像が捉えられないので、職員からみた様々な行動観察が重要だと感じている。それを共有できるように努めてまいります。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

新規店舗であり現段階ではそこまでできていないが、ゆくゆくはそういった活動も取り入れるべきと考えております。ぜひ保護者会を開き、悩みを話せる機会などを検討したいと思います。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

ブログだと表情がみえないので残念とのご意見をいただいたことがございます。お子さまの制作物の一貫として、活動時お子さまの良い姿の写真を入れた制作をしていくことも検討いたします。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

写真カードやサイン、タイムタイマーなど視覚支援につとめておりますが、外国籍の保護種さまに対して、hugや連絡物にルビを振る、ローマ字で補足するなどの配慮を検討しております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

地域の公園で遊ぶ機会を儲けております。今後、児童館屋図書館などでの活動に広げて行けたらと思います。

送迎の際にお子さんの様子をお伝えしたり、保護者の悩みを傾聴するようにしております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

アレルギーなどの一覧表を作成、事務所内に表示しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

すぐに共有するようにしております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 0% 100%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 0% 100%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 0% 100%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 0% 100%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 0% 100%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 0% 100%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



131 131 （別紙５）
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公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表
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チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



133 133 （別紙５）

グローバルキッズメソッド133 厚木及川店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

用途に合わせたフロアをご用意しております。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表



135 135 （別紙５）

グローバルキッズメソッド135 篠ノ井店(パーク)
公表日 2025年2月1日

チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか 。 100% 0%

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。 100% 0%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

100% 0%

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 100% 0%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

100% 0%

16
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の
ねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

25 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

26
併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

27 就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。 100% 0%

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。 （センターではないため回答なし）

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。 （センターではないため回答なし）

30 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 （センターではないため回答なし）

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

34 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0%

35 運営規程、支援プログラム、お子さま負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

100% 0%

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 100% 0%

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

100% 0%

41 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか。

100% 0%

46 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

49 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

50 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

100% 0%

事業所名

改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

部屋が分かれていて場面で区別ができます。

 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

状況に応じてグループで部屋を分ける等の対応をしております。

児童発達支援計画には、必要な項目が適切に選択され、そのうえで、具体的な支援内容が設定されております。

話し合いの上、活動プログラムを決定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

お子さまの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成しております。

業

務

改

善

 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

 お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

必要に応じて適宜連携しております。

必要に応じて、通園する幼稚園や保育園の職員の方との情報共有を行なっております。

併設する放課後等デイサービス事業との情報共有を図りながら、ご要望があれば学校との情報共有に繋げてまいります。

28

適

切

な

支

援

の

提

供

話し合いの上、活動プログラムを決定し公表しております。

アセスメント用紙だけでなく、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

こどもの支援に関わる職員同士で情報を共有し、日々検討しております。

毎利用時、児童発達支援計画に沿った支援を心掛けております。

個別療育時の記録を取り、次回療育内容を立てる際に活用しております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

基準に沿った「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者さまから児童発達支援計画の同意を得ております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

ご相談がありました際には、迅速かつ適切に対応しています。

月ごとに活動予定を発信しております。また、毎営業日にブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行っております。

 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

個々の状況に応じて配慮を行っております。

31

必要に応じて連携し、研修にも小まめに参加しております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

電子の連絡帳を用いたケア記録の送付や、直接の申し送りにより伝達を行って、共通理解を深めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしております。

非

常

時

等

の

対

応

毎年2回の訓練を実施しております。

 BCP策定あり→　業務継続計画（BCP）を策定し、定期的な訓練を行っております。なし→　定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

職員同士でも共有し、把握に努めております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

職員同士でも共有し、把握に努め、対応しております。

 職員同士でも共有し、保護者さまへの周知に努めております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております

事業所における自己評価結果公表


